
 

 

 

～生徒会引き継ぎ式～ 

１月１０日（水）新生徒会への引き継ぎ式が行わ

れました。式では、旧生徒会本部役員１４名のこれ

までの活動に対する思いや、共に活動し協力したり

アドバイスをしてくれたりした全校生徒、教員に対

する感謝の気持ちを伝えました。その後、新生徒会

本部役員に認証状が手渡され、代表で生徒会長松本

侑大さんが「あいさつがしっかりできる学校にして

いきたいと」抱負を語りました。 

式を通して感心したことは、旧本部役員のあいさ

つが素晴らしく、自分の言葉で思いをしっかりと表現しており、この１年間の成長が感じられたことで

す。新本部役員も先輩方の思いを引き継ぎ、これからいろいろな活動に取り組む中で成長し、これまで以

上に誇れる海青中学校を創り上げてくれると期待しています。 

～筆談・要約筆記講座開催～ 

 １月１５日（月）、１年生を対象に唐津要約筆

記の会より有吉朱美さん、唐津市コミュニケーシ

ョン支援センターより坂井由美子さん、中島宏子

さんに来校していただき、中途失聴・難聴者の方

との接し方についての講座を開催しました。 

 講座では、中途失聴者である有吉さんから「耳

が聞こえないってどんなこと」かを、自身の経験

を交えてお話をしていただきました。その後、中

島さんの説明を交えながら、ホワイトボードを用

いて、有吉さんからの質問に答えたり有吉さんに質問したりして理解を深めました。最後に要約筆記につ

いて説明を受け、飲食店の店員になったつもりでランチのメニューの紹介をするという体験もしました。 

講座の最後に、有吉さんが「今回の震災等が起きた時には、情報が入ってこないために非常に怖い。」

と話され、中島さんが障害をもつ方に「寄り添う気持ちをもつこと」が大切であると話されたことが心に

残りました。生徒達も講座を受講し、誰もが過ごしやすい社会をつくるために持たなければならない心構

えを学ぶことができました。 
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～生徒の意見が掲載されました～ 

 佐賀新聞（わかもの）に掲載されたので紹介します。 

～部活動等の結果～ 
◇新春読書感想文コンクール地区審査（入選）榎優花、坂口晴飛、古 粋、杉田陽和、山口美咲 

◇女子卓球部 県新人卓球大会（団体）８位 

◇バレーボール部 唐津地区中学生冬季バレーボール大会 優勝 

◇野球部 唐津地区野球部駅伝大会 準優勝 

◇サッカー部 県新人大会 ベスト１６ 

◇男子卓球部 唐津市長杯争奪卓球大会 １位ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 優勝 坂本竜次郎 

 ２位ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 準優勝 坂本琉世 

 ◇音楽部 呼子公民館交流会出演 

（部員１名で、観客を魅了する見事な歌声を披露しました。） 

※保護者の皆様へ：学校便りに表彰関係も含め、生徒名を記載する場合があります。ご都合により掲載を遠

慮される場合は、担任までお伝えください。よろしくお願いいたします。 

 

補食を実現する前に   ２年 坂口 輝樹  １月２２日（月） 

 先日、生徒会長選挙で「補食」という話題がでました。補食とは、食事で足りない部分を補うことで、こ

れを学校でできるのか議論となったのです。そこで僕は、補食を実現するのは今ではないと考えます。 

 学校で補食をすると、部活前の栄養補給ができますが、トラブルのもとになったり、ごみ問題、ルール作

りなどの手間やデメリットがメリットよりも多い気がします。さらに、この学校で補食が必要だと根きょと

なる資料がまだありません。やはり明確な資料がないと、安易に賛成はできないと思います。 

 これらの意見に対して、中学生の成長期に補食をすることが効果的と考える人もいるのではないでしょう

か。たしかにその通りですが、現在この学校に補食を積極的に必要とする人はまだ少ないのではないでしょ

うか。日常生活で補食がないことで、不便だったなどの話を聞いたことはありません。 

 以上のことから、デメリットが多かったり、必要なのかまだ分からないことがあるため、僕は補食は時期

尚早であり、すべきではないと考えます。 

中学校での補食について  ２年 川崎 穂希  １月２３日（火） 

 補食は必要である。最近、生徒会長選挙があった。新生徒会長は、「中学生の成長期、部活動前の補食を

取り入れたい」と話をされた。しかし補食は認められていない。補食はなぜ認められないのだろうか。 

 中学生の時期、補食は大事だと私は考える。第一に、部活動前の補食で脳に栄養を与え、集中力を高めら

れる。実際に、自分も試合前にバナナを食べるとパワーがあがり集中できる。第二に、給食を食べてもおな

かが減って集中できていない人がたくさんいるからだ。 

 確かにお菓子を持ってきたり、登下校中に食べるなど、ルールを守らない人がいると思う。だが今の海青

中の生徒は、きちんとルールを守る人の方が多い。もし守れない人がいるのならば、重いペナルティーを用

いると、ルールを破る生徒はいなくなると思う。 

 以上のことから、補食を取ることによるデメリットを考える前に生徒を信じ、中学生の成長を支える補食

を取り入れるべきだと思う。 


